

























 （ 1） 全：《接頭》「すべての」「すべてで」などの意




















 （ 2）  十五年位前に「草の根出版会」ってところで、愛蔵版として全 3巻で出ていま
した。 （BCCWJ．Yahoo! 知恵袋．2005）
 （ 3）  ところが、そのころからはじまった北大での全共闘運動の逮捕者にたいして、
……。 （BCCWJ『この国の奥深く』1986）
 （ 4）  慶長五年の関ヶ原の合戦のさい、毛利輝元は西軍の総師となり、東軍の徳川家
康と敵対した。 （BCCWJ『軍師と家老』1999）
　最終的に考察対象となる用例は、「全」については、異なり 1833 例、延べ 8226 例で











 （ 5） 負担の多い遊撃手で全イニング出場中 （林 2010：102）
 （ 6） 発泡酒の国産全ブランドを 100％天然水仕込みにする （同上）







 （ 8） 民主化の動きは、全アジアの潮流だ。 （林 2010：103）
 （ 9） 教科書会社には全ページ数の 1割程度まで、… （同上）




 （11） 全住民が自由に往来できるようになって欲しい。 （林 2010：105）


























 （13） 発泡酒の国産全ブランドを 100％天然水仕込みにする。 （＝（6）の再掲）
























































 （18）  このような状況のもと、電線メーカー全体で輸出を含めた総出荷量の 1.5 から
7倍程度に当たる十分な供給余力が認められる。
 （BCCWJ『公正取引委員会年次報告：独占禁止白書　平成 17 年版』2005）
59（6）












 （20）  左に掲げたる原因より生じたる債権を有する者は、債務者の総財産の上に先取
特権を有す。 （BCCWJ『C-book 民法』2001）




























































































全＋数詞＋助数詞 全 12 回、全 17 巻
















































ア．「全ての～」 3999（ 48.61％）  239（  3.10％）
イ．
「～全体」
「範囲」を表すタイプ 2410（ 29.30％）    0（  0.00％）
ウ． 「数量・比率」を表すタイプ 1443（ 17.54％） 4014（ 51.99％）
エ．「全てが～」   30（  0.36％）  192（  2.49％）
オ．「全ておさめる、とりしまる」    0（  0.00％） 1773（ 22.97％）































































 （BCCWJ『情報通信白書　平成 16 年版』2002）

























































































ウ． 「数量・比率」を表すタイプ △ ◎
エ．「全てが～」 △ ◯
オ．「全ておさめる、とりしまる」 × ◎




























117 は、「全」の用例数であり、「：」の右側の 14 は「総」の用例数である。他
も同様。
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